
7 国土交通　2008. 10

都市における緑の保全と創出
都市・地域整備局　公園緑地・景観課

企業が育む都市の緑 社会・環境貢献緑地　飯能・西武の森（埼玉県飯能市）
西武鉄道㈱・�都市緑化基金

みどり豊かな都市づくりをめざして　～特殊緑化の技術開発と取組み～
�都市緑化技術開発機構

名古屋市における緑化地域制度・緑化普及支援制度の取組み
名古屋市　緑政土木局緑地部緑化推進課

民間企業の発意が産み出す屋上緑化の多様な価値
NPO法人　屋上開発研究会

社会的共通資本としての都市のみどり
石川　幹子（東京大学大学院　工学系研究科都市工学専攻教授）

進む熱汚染どう防ぐ、都市の3割を緑地に
中村　正憲（朝日新聞社　論説委員）

特
集
地球温暖化、ヒートアイランド、生物多様性などの地球環境問題から人口減少下でのコンパクトシティへ

の対応などさまざまな課題に対して、都市における緑地の保全、緑化の推進が果たすべき役割はますます大
きくなっています。
こうした中、近年の都市の緑の保全・創出は、公共だけではなくさまざまな主体が参画することにより確

保・充実することが推進されています。
今回の特集では、国や地方公共団体、企業などの多様な主体による都市のみどりの創出に向けた取組みを

中心にご紹介します。



国土交通　2008. 10 8

我
が
国
は
地
球
温
暖
化
問
題
に
対
応
す
る

「
気
候
変
動
枠
組
条
約
」
の
下
、
そ
の
実
効
性

確
保
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
京
都
議
定
書
に

お
い
て
条
約
事
務
局
に
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収

量
を
計
上
、
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
京
都
議
定
書
に
お
い
て
、
我
が
国
は
１

９
９
０
年
の
総
排
出
量
比
で
温
室
効
果
ガ
ス

の
６
％
削
減
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
森
林
で
の
吸
収
量
を
最
大
３
・

８
％
と
見
込
ん
で
い
る
の
に
対
し
、「
植
生
回

復
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
都
市
緑
化
等
」

は
、
森
林
に
よ
る
も
の
と
は
別
枠
で
吸
収
量

が
計
上
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
は
「
植
生
回
復
」
を
「
１
９
９
０

年
以
降
、
開
発
地
に
お
い
て
公
園
緑
地
や
公

共
空
地
、
ま
た
は
行
政
に
よ
り
担
保
可
能
な

民
有
緑
地
を
新
規
に
整
備
す
る
活
動
」
と
解

釈
、
定
義
し
て
い
ま
す
。
６
％
削
減
の
約
束

を
確
実
に
達
成
す
る
た
め
に
定
め
た
京
都
議

定
書
目
標
達
成
計
画
に
お
い
て
も
、「
都
市
緑

化
等
」
は
「
国
民
に
と
っ
て
、
最
も
日
常
生

活
に
身
近
な
吸
収
源
対
策
で
あ
り
、
そ
の
推

進
は
、
実
際
の
吸
収
源
対
策
と
し
て
の
効
果

は
も
と
よ
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
趣
旨
の

普
及
啓
発
に
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
も

の
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

都
市
緑
化
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
と
し
て
、

第
１
約
束
期
間
年
央
の
２
０
１
０
年
度
に
約

74
万
ｔ
（
そ
の
内
訳
は
、
都
市
公
園
が
約
５

割
、
道
路
緑
地
が
約
４
割
で
あ
り
、
１
９
９

０
年
総
排
出
量
の
０
・
06
％
を
占
め
る
）
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
我
が
国

が
求
め
ら
れ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
６
％

削
減
量
の
１
０
０
分
の
１
に
寄
与
す
る
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
緑
化
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
は
、
都
市
の
中

心
部
の
気
温
が
そ
の
周
辺
と
比
べ
島
状
に
高

都
市
の
緑
は
、
私
達
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
存
在
と
し
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環

境
の
形
成
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
の
提

供
、
野
生
生
物
の
生
息
・
生
育
空
間
の
形
成
、

防
災
性
の
向
上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
加
え
、

近
年
は
、
地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性
な
ど

地
球
規
模
の
環
境
問
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、

都
市
の
範
囲
を
超
え
た
地
球
環
境
問
題
に
も

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
よ
り
多
様
な

主
体
の
参
画
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
や
林
地
は
開
発
が
進
む
中
で

大
き
く
減
少
し
、
ま
た
人
口
減
少
時
代
に
入

っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
都
市

の
緑
は
失
わ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
都
市
公
園
な
ど
の
整
備
だ
け
で

な
く
、
緑
地
の
保
全
、
民
有
地
、
公
有
地
の

緑
化
の
推
進
な
ど
を
含
め
た
都
市
の
緑
と
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策

運
営
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
地
球
環
境
問
題
に
対
し
て
都

市
に
お
け
る
緑
が
果
た
す
役
割
と
あ
わ
せ
て
、

よ
り
民
間
の
力
を
活
用
す
る
た
め
に
�
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
�
と
い
う
観
点
か
ら
の
都
市
の

緑
に
関
す
る
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
問
題
は
、
人
間
の
各
種
活

動
に
伴
っ
て
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
が
増
加
し
、
地
表
や
大
気
の
温
度
が
上

昇
す
る
こ
と
に
よ
り
人
間
や
生
態
系
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
あ
り
、
我
が
国
だ
け
で

な
く
世
界
的
に
も
最
も
重
要
な
環
境
問
題
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

樹
木
な
ど
の
植
物
は
、
光
合
成
に
よ
り
、

大
気
中
か
ら
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素
と
土
壌

か
ら
吸
収
す
る
水
分
か
ら
有
機
物
を
作
り
出

し
、
酸
素
を
放
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、

植
物
は
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素
を
有
機
体
と

し
て
体
内
に
蓄
積
し
た
り
固
定
す
る
こ
と
で

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
都
市
に
お

い
て
も
緑
が
増
え
、
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
排
出
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

都
市
・
地
域
整
備
局
　
公
園
緑
地
・
景
観
課

地
球
温
暖
化
対
策
　

都
市
に
お
け
る
緑
の
保
全
と
創
出

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和

（平均値）　2102-80020991

0991 る　け　お　に　年　

比　量　出　排　年　準　基　対　

に　間　期　束　約　１　第　

0991 に　化　緑　の　降　以　年　
量　収　吸　

量　収　吸　る　け　お　

約　 60.0 ％　
園　公　市　都　
化　緑　路　道　
地　緑　湾　港　

など　

増　の　量　収　吸　る　よ　

－　ｔ　万　４　７　約　 2OC

都　市　緑
　化　等　の

　推　進　

都市緑化等による二酸化炭素の吸収量（推計）
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く
な
る
現
象
で
あ
り
、
都
市
に
お
け
る
大
気

環
境
問
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
現
象
は
、
因
果
関
係
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
お
り
、
対
策
に
関
す
る
各
種
の
施
策
を
相

互
に
連
携
さ
せ
、
体
系
立
て
て
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
た
め
、
平
成
16
年
に
関
係
府

省
連
絡
会
議
が
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

大
綱
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
対
策
の
中
で
は
、
緑
化
の
推
進
な
ど

に
よ
り
「
地
表
面
被
覆
の
改
善
」
を
図
る
こ

と
、
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や
、
長

期
的
に
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
環
境
負
荷
の
少
な

い
都
市
の
構
築
を
推
進
し
「
都
市
形
態
の
改

善
」
を
図
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。国

土
交
通
省
が
設
置
し
て
い
る
屋
上
庭
園

に
お
い
て
１
日
を
通
し
た
熱
の
流
入
出
を
調

べ
た
結
果
、
タ
イ
ル
で
覆
わ
れ
た
屋
上
部
分

で
は
１
㎡
あ
た
り
５
・
１
MJ
※
の
建
物
へ
の
熱

流
入
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
昼
間
に
蓄
積
し
た

熱
が
夜
間
に
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
る
こ
と
が

夜
も
大
気
温
度
が
下
が
ら
な
い
原
因
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
芝
生
で
覆
わ

れ
た
屋
上
の
下
で
は
、
建
物
へ
の
熱
流
入
が

あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
調
査

結
果
は
、
屋
上
緑
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

生
物
多
様
性
と
は
、「
生
物
多
様
性
条
約
」

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
生
物
の
間
に
違
い
が

あ
る
こ
と
と
定
義
し
、
生
態
系
の
多
様
性
、

種
の
多
様
性
、
遺
伝
子
の
多
様
性
と
い
う
３

つ
の
レ
ベ
ル
で
多
様
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

昨
年
11
月
に
決
定
さ
れ
た
第
３
次
生
物
多

様
性
国
家
戦
略
に
お
け
る
都
市
地
域
の
対
策

は
、
緑
の
基
本
計
画
な
ど
に
即
し
て
、
都
市

の
形
態
や
自
然
的
環
境
の
様
態
に
応
じ
、
総

合
的
か
つ
体
系
的
な
施
策
の
実
施
を
推
進
す

る
こ
と
、
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
推
進
す
る
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
質
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
に
適

切
な
管
理
に
向
け
た
取
組
み
や
多
様
な
主
体

の
参
画
に
よ
る
取
組
み
の
重
要
性
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

都
市
に
お
け
る
限
ら
れ
た
緑
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
空
間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
つ
な
が

る
こ
と
に
よ
り
、
生
物
に
と
っ
て
の
生
息
生

育
場
所
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
０
年
に
は
名

古
屋
市
に
お
い
て
第
10
回
の
生
物
多
様
性
条

約
締
約
国
会
議
の
開
催
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

我
が
国
と
し
て
も
積
極
的
な
取
組
み
が
国
際

的
に
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

屋
上
緑
化
や
壁
面
緑
化
は
、
地
方
公
共
団

体
が
独
自
に
建
物
の
建
築
時
に
一
定
の
緑
化

を
義
務
づ
け
る
条
例
や
緑
化
を
支
援
す
る
制

度
の
普
及
・
技
術
開
発
に
伴
っ
て
、
近
年
そ

の
面
積
を
大
幅
に
増
や
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
の
限
ら
れ
た
空
間
を
活
用
し
、

身
近
な
自
然
環
境
の
創
出
や
う
る
お
い
の
あ

る
都
市
空
間
の
形
成
と
い
っ
た
幅
広
い
観
点

か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
に
お
け
る
屋
上
緑
化
は
平
成

特集■みどりあふれる都市へ　－多様な主体による都市のみどりの創出－

生
物
多
様
性
へ
の
対
応

屋
上
緑
化
の
普
及

-600

-500

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300
（　W/㎡）　

芝生の下部　 w /㎡　
芝生の上　 w /㎡　

大
気
中
へ
の
熱
の
放
出
　
建
物
へ
の
熱
の
流
入
　

5.1MJ/㎡　

（調査日　：　平成　19年　8月　16日）　

5.3MJ/㎡　

0:000:00 2:002:00 4:004:00 6:006:00 8:008:00 10:0010:00 12:0012:00 14:0014:00 16:0016:00 18:0018:00 20:0020:00 22:0022:000:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00

屋上庭園における夏期の熱流入量の変化

クールアイランドの形成と冷気のにじみだし

※
　
１
MJ（
メ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
）＝
106

ジ
ュ
ー
ル
＝
106

ワ

ッ
ト
秒
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13
年
に
「
都
市
緑
地
法
」
改
正
で
創
設
さ
れ

た
「
緑
化
施
設
整
備
計
画
認
定
制
度
」
は
、

市
町
村
が
こ
れ
か
ら
緑
化
を
進
め
て
い
こ
う

と
決
め
た
緑
化
重
点
地
区
や
緑
化
地
域
内
に

お
い
て
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
効
果
的
に

活
用
し
民
間
に
よ
る
自
発
的
な
緑
化
の
取
組

み
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
建
築
物
の
屋
上
や

空
地
、
そ
の
他
の
敷
地
内
の
良
好
な
緑
化
施

設
の
整
備
に
関
す
る
計
画
を
市
町
村
が
認
定

し
、
支
援
す
る
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
22
件
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
の
「
都
市
緑
地
法
」
改

正
で
創
設
さ
れ
た
「
緑
化
地
域
制
度
」
は
、

必
要
な
緑
を
確
保
す
る
た
め
、
建
築
物
の
新

12
年
度
に
、
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号

館
で
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
当
初
の
設

置
目
的
は
、
屋
上
緑
化
の
普
及
推
進
や
特
殊

空
間
緑
化
に
関
す
る
技
術
展
示
や
各
種
調
査

検
討
で
あ
り
、
そ
の
後
、
霞
が
関
の
庁
舎
で

も
積
極
的
な
屋
上
緑
化
の
整
備
を
進
め
、
こ

れ
ま
で
約
１
万
４
５
０
０
㎡
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
（
平
成
20
年
３
月
末
現
在
）。

オ
フ
ィ
ス
街
な
ど
の
緑
地
が
少
な
く
緑
化

を
推
進
す
る
必
要
性
が
特
に
高
い
既
成
市
街

地
な
ど
で
は
、
一
般
に
新
た
に
緑
化
を
行
う

ス
ペ
ー
ス
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

緑
化
施
設
整
備
計
画
認
定
制
度
と
緑
化
地
域
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236,982 245,083

291,194 303,112
292,676 289,882
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霞が関中央合同庁舎３号館屋上庭園

屋上緑化の施工面積の推移（全国）

認定緑化施設整備計画（なんばパークス・大阪市）
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と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
も
情
報
発
信
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
月
か
ら
６
月
は
「
春
季
に
お
け
る
都
市

緑
化
推
進
運
動
」、
10
月
は
「
都
市
緑
化
月

間
」
と
し
て
、
国
民
が
参
加
し
や
す
い
形
で

さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
全
国
「
み
ど
り
の
愛
護
」
の

つ
ど
い
は
今
年
度
よ
り
国
営
公
園
だ
け
で
な

く
、
地
方
公
共
団
体
の
主
要
な
都
市
公
園
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
山
口
県
維
新
百

年
記
念
公
園
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全

国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
は
、
地
方
公
共
団
体
と

�
都
市
緑
化
基
金
が
主
催
し
、
都
市
緑
化
意

識
の
高
揚
や
知
識
の
普
及
を
行
う
催
し
で
す

が
、
今
年
度
は
群
馬
県
前
橋
公
園
や
高
崎
公

園
な
ど
を
会
場
と
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も

役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
緑
化
の
推
進
に
関
し
て
は
、
先
進

的
な
取
組
み
の
評
価
や
紹
介
を
行
う
た
め
に

「
緑
の
都
市
賞
」「
都
市
公
園
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
屋
上
・
壁
面
・
特
殊
緑
化
技
術
コ
ン
ク
ー

ル
」「『
み
ど
り
の
愛
護
』
功
労
者
表
彰
」
な

ど
各
分
野
で
の
顕
彰
制
度
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

国
、
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

公
共
事
業
費
は
削
減
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

緑
を
保
全
・
創
出
す
る
取
組
み
に
対
す
る
国

民
の
期
待
は
高
ま
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
財

源
で
、
な
お
一
層
、
総
合
的
か
つ
効
率
的
効

果
的
な
取
組
み
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
た
め
に
も
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
取
組
み
だ
け
で
な
く
、
よ
り
一
層
の
国

民
の
理
解
と
協
力
の
下
、
今
後
の
幅
広
い
政

策
の
企
画
・
立
案
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

都
市
に
お
け
る
緑
の
保
全
・
創
出
に
つ
い

て
は
公
共
が
行
う
べ
き
部
分
と
、
民
間
の
力
を

活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
と
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
多
様
な
主
体
が
参
加
、
連
携
す
る
こ

と
で
、
幅
広
く
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
16
年
に
、
美
し
い
国
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
通
称
「
景
観
緑
三
法
」
の
中
で
改

正
が
な
さ
れ
た
「
都
市
公
園
法
」
や
「
都
市
緑

地
法
」
に
お
い
て
も
、
緑
地
保
全
地
域
や
緑
化

地
域
な
ど
の
地
域
地
区
の
創
設
や
公
園
施
設
の

設
置
・
管
理
主
体
の
柔
軟
化
、
立
体
都
市
公
園

の
制
度
化
な
ど
多
く
が
民
間
の
力
を
よ
り
活
用

す
る
た
め
の
制
度
改
正
で
し
た
。
こ
れ
ら
制
度

の
活
用
主
体
は
地
方
公
共
団
体
で
す
が
、
よ
り

一
層
の
制
度
活
用
の
た
め
に
は
、
そ
の
趣
旨
が

十
分
に
伝
わ
る
よ
う
情
報
提
供
な
ど
を
積
極
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、
今
後
は
省
Ｃ
Ｏ
２
や
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
な
ど
新
し
い
課
題
に

も
的
確
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

築
な
ど
を
行
う
際
に
緑
を
増
や
す
こ
と
を
義

務
づ
け
る
地
区
を
都
市
計
画
で
定
め
る
制
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
特
集
で
も
紹
介
す
る

名
古
屋
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
指
定
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）。

企
業
自
ら
が
社
会
貢
献
活
動
を
進
め
て
い

る
中
で
、
緑
に
関
し
て
の
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
む
例
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
緑
に
関
す
る
活
動
は
時
間
が
か
か

る
こ
と
な
ど
か
ら
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
民
間
所
有
の
土

地
で
行
わ
れ
る
緑
地
の
保
全
や
創
出
活
動
を

評
価
、
認
証
す
る
た
め
、「
社
会
・
環
境
貢
献

緑
地
評
価
シ
ス
テ
ム
（SEG

ES

（
シ
ー
ジ
ェ

ス
）：

Social
Environm

ental
G

reen

Evaluation
System

）」
と
い
う
仕
組
み
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）。

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民
１
人
１
人
が
緑

の
保
全
や
創
出
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
こ平成19年度「緑の都市賞」国土交通大臣賞受賞　㈱三井不動産・東京ミッドタウン

企
業
に
よ
る
取
組
み

普
及
啓
発
活
動

今
後
の
取
組
み
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西
武
鉄
道
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
し
て
「
常
に
、
自
然
環
境
・
地
球
環
境
へ

の
配
慮
を
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

企
業
の
社
会
的
責
任
の
観
点
か
ら
も
、
環
境

や
地
域
貢
献
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
提
示
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
受
け
、
か
つ
て
住
宅
供
給
を
目
的
に
取
得

し
た
土
地
を
、
社
会
・
環
境
へ
の
貢
献
を
目

的
と
し
た
土
地
利
用
へ
と
転
換
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。「
飯
能
・
西
武
の
森
」
で
は
、
行

政
や
市
民
グ
ル
ー
プ
と
の
協
働
に
よ
り
保
全

活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
地
域
と
共
に
緑
を

育
む
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て

い
ま
す
。

自
然
豊
か
な
こ
の
緑
地
に
は
、
西
武
池
袋

線
飯
能
駅
か
ら
徒
歩
20
分
と
い
う
便
利
さ
も

あ
り
、
年
間
を
通
じ
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪

れ
ま
す
。
埼
玉
県
の
指
定
天
然
記
念
物
で
あ

る
ハ
ン
ノ
ウ
ザ
サ
や
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
と
い
っ
た
貴
重
種
の
生
息
地
も
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
、

環
境
学
習
や
エ
コ
ツ
ア
ー
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
も
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
飯
能
・
西
武
の
森
」
で
は
、
貴
重
種
を

は
じ
め
と
し
た
生
物
多
様
性
の
保
全
に
配
慮

し
た
維
持
管
理
計
画
を
立
案
し
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
計
画
的
な
間
伐
・
枝
打
ち
下
草
刈

り
に
よ
る
健
全
な
森
林
経
営
を
行
い
、
Ｃ
Ｏ
２

西
武
鉄
道
で
は
、
飯
能
市
街
地
に
近
接
す

る
天
覧
山

て
ん
ら
ん
ざ
ん
・
多
峰
主

と
う
の
す

山や
ま
を
中
心
と
し
た
自
社

が
所
有
す
る
約
77
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
豊
か
な
森

林
を
「
飯
能
・
西
武
の
森
」
と
名
づ
け
保
全

し
、
地
域
の
資
産
と
し
て
活
用
し
て
い
く
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
社
と
し
て

の
取
組
み
姿
勢
を
明
確
に
位
置
づ
け
て
発
信

す
る
た
め
に
、
�
都
市
緑
化
基
金
が
運
営
す

る
�
社
会
・
環
境
貢
献
緑
地
評
価
シ
ス
テ
ム

（SEG
ES

）※
�
を
受
審
し
ま
し
た
。
自
然
環

境
資
源
と
し
て
の
価
値
や
、
保
全
活
用
や
地

域
と
の
連
携
に
関
す
る
姿
勢
な
ど
が
高
く
評

価
さ
れ
、
本
年
５
月
にExcellentStage

2

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

社会・環境貢献緑地
飯能・西武の森（埼玉県飯能市）

企業が育む都市の緑

西武鉄道株式会社
財団法人　都市緑化基金

飯能・西武の森位置図

※社会・環境貢献緑地評価システム（SEGES）
（財）都市緑化基金

企業などが保有する都市の緑を、
社会・環境に貢献する資産であると
の視点から評価認定するもの。緑地
の機能発揮状況、取組み姿勢体制を
評価。28の緑のトップランナーを認
定。第三次環境基本計画では、企業
の環境保全に関する取組みの評価手
法として位置づけ。

http://www.seges.jp/

飯能・西武の森からの飯能市街地の眺め（手前部分）



13 国土交通　2008. 10

の
吸
収
・
固
定
や
水
源
涵
養
か
ん
よ
う

機
能
を
高
め
、

地
球
環
境
保
全
に
資
す
る
森
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
林
床
を
明
る
く
す
る
こ
と
で
、

親
し
み
や
す
い
明
る
い
安
全
・
安
心
な
森
と

し
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
利
用

面
で
の
機
能
向
上
も
図
り
ま
す
。

「
飯
能
・
西
武
の
森
」
は
、
行
政
、
市
民
、

森
林
組
合
、
活
動
団
体
な
ど
、
多
様
な
主
体

と
連
携
し
育
ま
れ
て
い
ま
す
。
西
武
鉄
道
で

は
、「
森
林
文
化
都
市
」
を
宣
言
し
た
飯
能
市

の
施
策
と
も
連
携
し
、
こ
の
森
を
中
心
と
し

た
奥
武
蔵
自
然
公
園
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
ト

の
再
整
備
や
、
林
業
振
興
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
適
切
な
森
林
間
伐
を
行
い
、

郷
土
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
西
川
材
の
森
を
育
て

る
試
み
を
、
隣
接
の
山
林
所
有
者
と
連
携
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
市
に
事
務
局
を

置
い
た
「
は
ん
の
う
市
民
環
境
会
議
」
と
の

協
働
に
よ
り
、
里
山
の
再
生
、
自
然
体
験
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ

と
つ
が
「
天
覧
山
谷
津
の
里
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
す
。
田
ん
ぼ
や
薪
炭
林
の
あ
る

里
山
を
再
生
し
、
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
と
豊

か
な
生
物
空
間
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
多
く
の
市
民
の
参
加
に
よ
り
、
サ
サ

や
ヨ
シ
の
刈
払
い
、
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
水

路
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
の
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

本
取
組
み
は
、
目
指
す
方
向
性
を
定
め
、

よ
う
や
く
動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

は
、
社
員
や
Ｏ
Ｂ
の
参
加
の
機
会
も
増
や
し
、

地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
行
政
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
こ
の
森

を
育
み
、
良
好
な
自
然
環
境
を
保
全
創
出
す

る
と
と
も
に
、「
飯
能
・
西
武
の
森
」
を
核
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
的
価
値
の
醸
成
を
志
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特集■みどりあふれる都市へ　－多様な主体による都市のみどりの創出－

飯能・新緑ツーデーマーチの様子

はんのう市民環境会議　開催概要のお知らせ

トラツグミ

社会・環境貢献緑地　飯能・西武の森構想イメージ概念図

天覧山谷津の里づくりプロジェクト 田んぼ再生作業

飯能・西武の森でのエコツアーの様子
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本
年
９
月
に
「
第
７
回
屋
上
・
壁
面
・
特

殊
緑
化
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
作
品
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
「
ア
イ
ラ

ン
ド
シ
テ
ィ
中
央
公
園
『
ぐ
り
ん
ぐ
り
ん
』」

（
屋
上
緑
化
部
門
）
は
、
屋
根
形
態
へ
の
順
応

性
の
高
い
排
水
や
土
壌
基
盤
の
設
置
技
術
、

潅
水
な
ど
へ
の
発
生
水
利
活
用
の
取
組
み
が
、

「
都
市
型
菜
園
『
ア
グ
リ
ス
成
城
』」（
壁
面
・

特
殊
緑
化
部
門
）
は
、
植
栽
技
術
だ
け
で
は

な
く
、
都
市
型
菜
園
と
し
て
景
観
に
配
慮
し

た
運
営
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
大
臣
賞
は
、
本
格
的
な
屋
上
庭
園
を

実
現
し
た
「
東
品
川
屋
上
庭
園
」（
屋
上
緑
化

部
門
）、
環
境
面
へ
の
配
慮
を
技
術
的
に
実
現

し
て
い
る
「
三
木
総
合
防
災
公
園
屋
内
テ
ニ

ス
場
ビ
ー
ン
ズ
ド
ー
ム
」（
壁
面
・
特
殊
緑
化

部
門
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
、
高
い
技
術
水

�
都
市
緑
化
技
術
開
発
機
構
（
以
下
、
当

機
構
）
は
、
都
市
の
「
み
ど
り
」
に
関
す
る

科
学
技
術
の
調
査
研
究
・
技
術
開
発
を
通
じ

て
、
新
し
い
都
市
緑
化
空
間
を
創
造
す
る
こ

と
、
国
際
的
な
技
術
協
力
を
推
進
す
る
こ
と

な
ど
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
技
術
の

進
展
や
普
及
が
目
覚
し
い
屋
上
緑
化
や
壁
面

緑
化
な
ど
の
特
殊
緑
化
技
術
に
関
す
る
当
機

構
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

建
物
の
屋
上
や
壁
面
な
ど
の
特
殊
緑
化
の

普
及
啓
発
と
技
術
開
発
の
促
進
を
目
的
と
し

て
、
平
成
14
年
度
よ
り
、
国
土
交
通
省
、
環

境
省
な
ど
の
後
援
・
協
賛
の
下
、「
屋
上
・
壁

面
・
特
殊
緑
化
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
技
術
水
準
も
年
々
向
上
し
て

お
り
、
本
格
的
な
大
規
模
作
品
や
高
度
な
技

術
を
用
い
た
作
品
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

屋
上
緑
化
に
関
し
て
は
、
既
存
建
物
に
お

け
る
防
水
や
排
水
の
工
夫
、
厳
し
い
荷
重
条

件
下
で
の
軽
量
化
の
工
夫
が
、
壁
面
緑
化
に

関
し
て
は
、
植
栽
基
盤
を
壁
面
に
設
置
す
る

本
格
的
な
取
組
み
や
、
カ
セ
ッ
ト
式
で
潅
水
か
ん
す
い

（
水
や
り
）
や
植
物
交
換
が
容
易
に
で
き
る
工

夫
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

みどり豊かな
都市づくりをめざして

～特殊緑化の技術開発と取組み～

財団法人　都市緑化技術開発機構

国土交通大臣賞

アイランドシティ中央公園
「ぐりんぐりん」（福岡県福岡市）

受賞作品一覧はこちら → http://www.greentech.or.jp/

東品川屋上庭園（東京都品川区）

都市型菜園「アグリス成城」（東京都世田谷区）

三木総合防災公園屋内テニス場ビーンズドーム
（兵庫県三木市）

環 境 大 臣 賞
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準
を
示
し
て
い
ま
す
。

当
機
構
は
、
産
官
学
が
連
携
し
て
都
市
緑

化
技
術
を
研
究
開
発
す
る
場
と
し
て
共
同
研

究
会
を
設
置
し
て
お
り
、
現
在
、
６
つ
の
共

同
研
究
会
が
、
調
査
研
究
や
技
術
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
特
殊
緑
化
共
同
研
究
会
は
、

平
成
３
年
よ
り
屋
上
・
壁
面
緑
化
の
技
術
開

発
・
調
査
研
究
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
技

術
展
示
や
出
版
物
、
事
例
設
計
な
ど
を
通
し

て
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
研
究
テ
ー
マ
の
１
つ
と
し
て
、

工
場
屋
根
（
折
版
屋
根
）
を
主
な
対
象
と
し

た
超
軽
量
な
屋
上
緑
化
シ
ス
テ
ム
（
積
載
荷

重
15
㎏
／
㎡
前
後
）
の
開
発
実
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。
従
来
は
、
軽
い
も
の
で
も
40
〜
60

㎏
／
㎡
程
で
し
た
が
、
本
シ
ス
テ
ム
は
、
そ

の
３
分
の
１
〜
４
分
の
１
程
度
の
荷
重
で
屋

上
緑
化
を
可
能
に
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
特
徴
は
、
植
栽
基
盤
を
屋
上
に
設
け

ず
地
上
ま
た
は
壁
面
部
の
み
と
し
、
屋
根
部

分
に
は
植
物
が
登
坂
す
る
た
め
の
補
助
資
材

の
み
を
設
置
す
る
点
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
壁
面
と
屋
根
面

を
一
体
的
に
緑
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
工
場

の
折
版
屋
根
な
ど
へ
の
都
市
緑
化
の
可
能
面

積
が
大
き
く
増
え
ま
す
。

平
成
19
年
３
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
検
証

実
験
で
は
、
屋
根
面
へ
の
伸
長
も
順
調
で
、
夏

季
に
お
け
る
工
場
屋
根
天
井
部
の
断
熱
・
冷
却

な
ど
熱
環
境
の
改
善
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

屋
上
緑
化
や
壁
面
緑
化
は
、
欧
米
や
日
本

だ
け
で
な
く
、
韓
国
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ

ア
各
地
で
も
積
極
的
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
国
際
的
な
情
報
収
集
や
技
術
協

力
は
、
当
機
構
が
担
う
社
会
的
使
命
と
考
え

て
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
に
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し

た
韓
国
の
�
韓
国
人
工
地
盤
緑
化
協
会
と
は
、

都
市
緑
化
や
持
続
可
能
な
環
境
保
全
な
ど
の

分
野
で
互
い
の
経
験
と
知
識
を
共
有
す
る

「
日
韓
屋
上
緑
化
技
術
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」
を
２

年
ご
と
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
韓
国
か
ら
は
、

ソ
ウ
ル
市
の
「
10
万
戸
緑
屋
根
事
業
」
や

「
生
態
面
積
率
制
度
」
な
ど
都
市
緑
化
に
対
す

る
積
極
的
な
取
組
み
や
日
本
製
の
資
材
や
工

法
が
採
用
さ
れ
た
事
例
の
報
告
な
ど
が
な
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
成
果
が
う
か
が
え

ま
す
。
近
年
の
技
術
力
の
向
上
は
著
し
く
、

平
成
19
年
度
の
「
第
６
回
屋
上
・
壁
面
・
特

殊
緑
化
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
入
賞

作
品
を
輩
出
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

特集■みどりあふれる都市へ　－多様な主体による都市のみどりの創出－

エコグリーンテック2007 特別展示
6つの共同研究会による技術展示を実施

検証実験の様子（設置後1年5カ月経過）

釜山ロッテ百貨店センタムシティ支店（所在：海雲台）
5つの空間構成中、自然学習空間であるビオトープとして整備したエリア

実験施設の表面温度の状況
緑化部は20℃程の表面温度の低下が見られる

近
年
、
地
球
温
暖
化
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
、
生
物
多
様
性
の
減
少
、
貴
重
な
自

然
環
境
の
喪
失
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題

が
深
刻
化
し
、
そ
の
緩
和
や
対
応
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
当
機
構

は
、
都
市
の
「
み
ど
り
」
に
関
す
る
技
術
開

発
や
調
査
研
究
、
普
及
啓
発
や
国
際
協
力
な

ど
を
通
じ
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。



国土交通　2008. 10 16

緑
化
地
域
制
度
が
得
策
で
あ
る
と
判
断
し
、

導
入
に
至
り
ま
し
た
。

規
制
の
対
象
と
な
る
敷
地
面
積
の
規
模
や

緑
化
率
は
、
表
の
と
お
り
で
す
が
、
緑
化
へ

の
取
組
み
に
、
よ
り
多
く
の
市
民
・
事
業
者

の
参
画
を
得
る
た
め
、
市
街
化
区
域
全
域
を

緑
化
地
域
と
し
て
都
市
計
画
に
定
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
法
に
よ
る
規
制
が
か
か
ら
な
い

都
心
部
の
建
ぺ
い
率
が
80
％
を
超
え
る
建
築

物
に
つ
い
て
も
、
環
境
負
荷
の
面
や
公
平
性

の
面
か
ら
、
緑
化
地
域
の
場
合
と
同
様
の
規

制
を
か
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

本
市
「
緑
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
よ
り
緑

化
率
規
制
を
か
け
て
い
ま
す
。

一
方
、
規
制
だ
け
で
な
く
、
緑
化
を
誘

導
・
支
援
す
る
制
度
も
必
要
で
あ
る
と
の
声

を
受
け
、
緑
化
施
設
評
価
認
定
制
度
・

「N
ICE

G
REEN

な
ご
や
」
や
、
自
己
宣
言

型
緑
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
「TEA

M
G

REEN

な
ご
や
」
と
い
っ
た
制
度
も
こ
の
７
月
か
ら

立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、

名
古
屋
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
緑
化
施
設
や
取
組

み
に
対
し
て
評
価
認
定
や
承
認
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
質
の
高
い
緑
化
へ
の
誘
導

を
目
的
に
設
け
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

制
度
を
活
用
し
て
、
民
間
金
融
機
関
が
貸
出

金
利
を
優
遇
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
公
と

民
の
連
携
協
力
の
下
に
生
ま
れ
た
特
筆
す
べ

き
制
度
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
古
屋

緑
化
基
金
で
の
助
成
事
業
の
予
算
を
大
幅
に

増
や
す
な
ど
支
援
の
拡
充
も
行
っ
て
お
り
、

規
制
と
誘
導
・
支
援
の
両
輪
に
よ
り
、
緑
あ

ふ
れ
る
ま
ち
名
古
屋
の
実
現
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図２　緑化地域イメージ

名
古
屋
市
で
は
、「
都
市
緑
地
法
」に
基
づ
く

「
緑
化
地
域
制
度
」を
本
年
10
月
31
日
か
ら
施

行
し
ま
す
。こ
の
制
度
は
、一
定
規
模
以
上
の

敷
地
で
建
築
物
を
新
築
・
増
築
す
る
際
に
、敷

地
の
一
定
割
合
の
緑
化
を
義
務
づ
け
る
制
度

で
、建
築
基
準
関
係
規
定
と
な
って
い
る
た
め
、

条
例
に
よ
る
規
制
に
比
べ
、実
効
性
の
面
で
よ

り
規
制
力
の
強
い
制
度
と
な
って
い
ま
す
。

本
市
の
緑
被
率
調
査
で
は
、
平
成
２
年
か

ら
17
年
ま
で
の
15
年
間
に
、
率
に
し
て
５
％
、

面
積
に
し
て
１
６
４
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
緑

被
地
が
失
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
緑
の
減
少
を
食
い
止
め
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
な
ど
都
市
環
境

を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
市
域
の
３
分
の
２

を
占
め
る
民
有
地
の
緑
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
れ
を
進
め
る
た
め
に
は
、
実
効
性
の
高
い

名古屋市における緑化地域制度・
緑化普及支援制度の取組み

名古屋市　緑政土木局緑地部緑化推進課

表　緑化率の最低限度適用概略表

10％ 500㎡以上 近隣商業・商業地域

20％ 1000㎡以上 市街化調整区域

第1種・第2種低層住居専用地
域、第1種中高層住居専用地域
の一部
第1種・第2種中高層住居専用地域、
第1種・第2種・準住居地域、準工業・
工業・工業専用地域

20％ 300㎡以上

15％ 300㎡以上

凡例 緑化率の
最低限度

対象となる
敷地面積

用途地域等
（建ぺい率の最高限度＝指定建ぺい率の場合）

図１　緑化率の最低限度適用概略図
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マ
ク
ロ
な
事
業
収
支
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
認
識
で
、
民
間
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な

緑
の
創
出
に
積
極
的
に
努
め
て
い
ま
す
。

私
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
時
代
を
画
す
る
こ
れ
ら

民
間
企
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
化
に
最

大
限
の
技
術
支
援
や
協
力
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
官
界
学
界
の
制
度
的
・
学
際
的
裏
付

け
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
物
の
屋
上
や
壁
面
部
分
は
人
間
の
体
に

例
え
る
と
皮
膚
に
あ
た
り
ま
す
。
か
つ
て
地

表
面
を
覆
っ
て
い
た
土
や
緑
で
建
物
の
外
皮

と
し
て
覆
い
、
手
入
れ
を
施
す
こ
と
で
健
全

な
ま
ち
の
再
生
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

緑
の
創
出
は
建
物
の
用
途
の
違
い
や
、
開

発
者
・
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の
発
意
に
よ
り
多
岐

に
わ
た
り
展
開
し
、
新
し
い
価
値
を
産
み
出

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
建
物
外
皮
と
し
て

産
み
出
し
た
緑
を
手
入
れ
（
維
持
管
理
運
営
）

し
て
い
か
に
担
保
し
て
い
く
か
が
、
重
要
で

し
か
も
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、

私
ど
も
研
究
会

の
頑
張
り
ど
こ

ろ
で
も
あ
る
と

考
え
て
い
ま

す
。

分
野
を
先
導
す
る
提
案
、
提
言
に
よ
る
先
端

的
な
調
査
研
究
や
技
術
開
発
の
受
託
、
さ
ら

に
は
新
し
い
付
加
価
値
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
普
及
啓
発
活
動
と
し
て
、

ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格

認
定
試
験
や
学
生
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
提
案
を

求
め
る
屋
上
利
活
用
コ
ン
ペ
、
研
究
会
で
蓄

積
し
た
多
彩
な
成
果
を
旬
の
テ
ー
マ
と
し
て

ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
各
地
の
屋

上
・
壁
面
緑
化
展
示
会
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
、
都
市
開
発
の
あ
り
よ
う
が
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
美
観
や
憩
い
、
癒
し
の
場
と

し
て
の
緑
だ
け
で
な
く
、
生
態
系
保
全
や
環

境
保
全
の
た
め
の
緑
で
あ
り
、
ま
た
資
産
価

値
と
し
て
の
緑
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
緑
に
よ
る
建
物
資
産
、

不
動
産
の
付
加
価
値
化
と
、
環
境
面
で
の
社

会
貢
献
の
一
手
段
と
し
て
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に

役
立
つ
と
い
う
評
価
を
得
、
建
設
や
開
発
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
屋
上
開
発
研
究
会
は
、
過
密

化
し
た
都
市
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
未
利
用
空

間
で
あ
る
ビ
ル
、
住
宅
な
ど
の
各
種
建
築
物

の
屋
上
空
間
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

建
築
物
の
付
加
価
値
向
上
、
都
市
景
観
の
向

上
、
地
球
環
境
の
改
善
な
ど
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
都
市

の
屋
上
を
ア
ー
バ
ン
オ
ア
シ
ス
に
！
」
を
合

言
葉
に
、
屋
上
開
発
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
に

つ
い
て
、
屋
上
緑
化
を
中
核
に
新
し
い
市
場

と
発
想
の
開
拓
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
立
的
立
場
か
ら
産
官
学
各
界

の
ご
支
援
を
も
と
に
、
最
新
情
報
を
入
手
し
、

民間企業の発意が産み出す
屋上緑化の多様な価値

NPO法人　屋上開発研究会

まるで庭園のように安心、安全な百貨店屋上。
休息の後は（シャワー効果で）お買物！　都心
の新しいデートスポットでもある。

建物外皮の階層ごとの緑化。テラ
スレストランの緑の縁取りが建物
の表情をソフトに彩り集客を競う。

なんばパークス新宿伊勢丹

六本木ヒルズ

高層垂直緑化都市の創出で人々に潤いをもたら
す。屋上水田やビオトープの先進的な導入で住
人に季節感を提供しイベントや環境教育の場と
なる。

田島ルーフィング社

工場の屋上全体を大規模に薄層緑化し、地域の
微気象環境保全にも寄与。工場立地法の適用に
よる工場増設が動機。

http://www.sky-front.or.jp/
屋上開発研究会
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日
本
に
お
け
る
「
み
ど
り
の
都
市
計
画
」

も
、
近
年
、
目
覚
し
い
進
歩
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
動
き
を
後
押
し
て
き
た
の
は
、
市
民
が

主
役
と
な
り
う
る
仕
組
み
が
、
徐
々
に
創
り

出
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
中
で
も
都
市

の
み
ど
り
の
長
期
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
な
る
「
緑

の
基
本
計
画
」
が
、
１
９
９
４
年
に
法
定
計

画
と
な
り
、
地
方
分
権
の
動
き
を
背
景
と
し
、

策
定
主
体
が
市
町
村
と
な
り
、
活
発
な
市
民

参
加
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な

出
来
事
で
あ
っ
た
。
爾じ

来ら
い
、
10
年
を
経
過
し
、

い
ま
、
そ
の
実
績
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
。

社会的共通資本としての
都市のみどり

東京大学大学院　工学系研究科
都市工学専攻教授

石川
いしかわ

幹
みき

子
こ

地
球
環
境
問
題
へ
の
具
体
的
取
組

み
と
し
て
、
低
炭
素
化
社
会
の
実
現
、

生
物
多
様
性
や
水
循
環
の
回
復
、
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
な
ど
、

都
市
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
、
根
本

か
ら
見
直
す
施
策
の
展
開
が
進
ん
で

い
る
。
こ
の
課
題
に
対
し
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
都
市

の
み
ど
り
で
あ
る
。

現
在
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
の
都
市

で
、
み
ど
り
を
基
盤
に
据
え
た
都
市

再
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
成
功
し
て
い
る
事
例
の

多
く
は
、
都
市
の
み
ど
り
を
、
単
な

る
物
的
環
境
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
固
有
の
歴
史
、
文

化
を
包
含
す
る
「
社
会
的
共
通
資
本
」
と
し

て
捉
え
、
市
民
参
加
を
自
明
の
シ
ス
テ
ム
と

し
て
組
み
込
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。

一
例
と
し
て
あ
げ
る
の
が
、
ボ
ス
ト
ン
の

「
ビ
ッ
グ
・
デ
ィ
ッ
グ
」
で
あ
る
（
写
真
１
・

２
）。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
１
９
５
０
年

代
に
都
心
の
歴
史
的
街
区
を
縦
断
し
て
建
設

さ
れ
た
高
速
道
路
を
地
下
化
し
、
上
部
を
公

園
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
約
30
年
の
歳
月
を

費
や
し
、
昨
年
、
完
成
を
み
た
。
多
額
の
税

の
導
入
を
巡
り
、
工
事
の
過
程
で
は
批
判
が

続
出
し
、
資
金
回
収
の
た
め
、
地
上
部
に
お

け
る
ビ
ル
建
設
な
ど
も
検
討
さ
れ
た
が
、
結

果
的
に
は
、
す
べ
て
の
区
域
が
公
園
と
な
り
、

都
市
に
大
き
な
活
力
を
生
み
出
し
て
い
る
。

こ
の
「
み
ど
り
の
都
市
計
画
」
は
、
決
し

て
新
し
い
考
え
方
で
は
な
く
、
ボ
ス
ト
ン
で

は
、
19
世
紀
後
半
に
、
大
小
の
み
ど
り
を
公

園
道
路
に
よ
り
繋
ぎ
な
が
ら
、
都
市
の
骨
格

を
創
り
出
し
た
「
エ
メ
ラ
ル
ド
・
ネ
ッ
ク
レ

ス
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
、
世
界

の
都
市
計
画
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

今
回
の
「
ビ
ッ
グ
・
デ
ィ
ッ
グ
」
は
、
百
年

の
時
を
経
て
、
そ
の
歴
史
的
・
文
化
的
ス
ト

ッ
ク
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

写真1 高速道路を取り壊し、地下化の工事中の風景（2003年）

写真2 写真1と同じ地点の現在の風景（2008年）
地上部は、公園となっている。

ビッグ・ディッグ（ボストン）
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こ
の
間
、
大
き
な
実
績
を
挙
げ
て

い
る
都
市
の
１
つ
に
岐
阜
県
各
務
原

か
か
み
が
は
ら

市
が
あ
る
。
各
務
原
市
は
、
名
古
屋

大
都
市
圏
の
30
km
圏
に
位
置
す
る

が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
里
山
を
切

り
開
き
、
急
速
な
市
街
化
が
進
展
し

た
。
土
砂
採
取
に
よ
る
山
並
み
の
変

貌
、
地
下
水
の
汚
染
と
枯
渇
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
な
ど
、
今
日
の
郊

外
問
題
の
縮
図
と
も
い
え
る
都
市
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

循
環
の
回
復
を
め
ざ
し
て
整
備
さ
れ
た
「
各

務
野
自
然
遺
産
の
森
」、
写
真
４
は
、
都
心
の

再
生
の
た
め
に
、
岐
阜
大
学
農
学
部
跡
地
に

整
備
さ
れ
た
「
学
び
の
森
」
で
あ
る
。

「
学
び
の
森
」
は
、
農
場
で
あ
っ
た
場
の

記
憶
を
尊
重
し
、
伸
び
や
か
な
牧
草
地
の
景

観
と
美
し
い
並
木
道
を
再
生
し
、
生
物
多
様

性
を
支
え
る
小
川
や
池
な
ど
の
水
循
環
を
回

復
し
た
も
の
で
あ
り
、
隣
接
地
に
中
部
学
院

大
学
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
新
し
い
活
力

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

人
口
減
少
の
時
代
を
迎
え
、
ま
ち
な
か
を
、

い
か
に
魅
力
あ
る
持
続
的
環
境
と
し
て
い
く

か
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
地
方
都
市
な

ら
で
は
の
、
ゆ
と
り
を
活
用
し
、
詰
め
込
む

の
で
は
な
く
、
ま
ち
の
歴
史
を
尊
重
し
、
場

の
記
憶
を
継
承
す
る
道
を
選
ん
だ
各
務
原
市

の
試
み
は
、
み
ど
り
を
社
会
的
共
通
資
本
と

し
て
捉
え
、
市
民
自
ら
が
、
考
え
行
動
す
る
、

こ
れ
か
ら
の
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
ひ

と
つ
の
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

執筆者プロフィール
1972年東京大学農学部卒

業、94年東京大学大学院農学
生命科学研究科博士課程修
了。工学院大学工学部建築学
科教授を経て、99年慶應義塾
大学環境情報学部教授。2007
年より現職。みどりの学術賞、
日本都市計画学会計画設計賞
受賞（2008年）。日本学術会
議会員。

こ
の
一
方
で
、
開
発
の
波
が
沈
静
化
し
た

１
９
９
０
年
代
頃
か
ら
、
市
民
の
中
に
身
近

な
自
然
環
境
を
回
復
し
て
い
こ
う
と
す
る
静

か
な
動
き
が
始
ま
っ
た
。
市
は
、
こ
の
動
き

に
対
応
し
て
、
徹
底
し
た
市
民
参
加
に
よ
り
、

身
近
に
あ
る
里
山
や
、
農
業
水
路
、
木
曽
川

な
ど
を
結
び
、「
水
と
緑
の
回
廊
」
に
よ
る

「
公
園
都
市
」
の
実
現
を
緑
の
基
本
計
画
と
し

て
策
定
し
た
。

各
務
原
市
の
計
画
の
特
色
は
、
第
一
に
、

目
標
が
わ
か
り
や
す
い
こ
と
、
第
二
に
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
す

ぐ
に
実
行
し
て
い
っ
た

こ
と
、
第
三
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
市

民
と
一
緒
に
考
え
る
原

則
を
徹
底
し
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。

図
１
は
、
地
形
の

特
色
に
あ
わ
せ
た
、
３

つ
の
回
廊
（
ま
ち
の
回

廊
、
川
の
回
廊
、
森
の

回
廊
）
と
、
こ
れ
ら
を

結
ぶ
７
つ
の
拠
点
を
示

し
た
目
標
像
で
あ
る
。

写
真
３
は
、
森
の
回

廊
の
拠
点
と
し
て
、
里

山
の
自
然
の
保
全
と
水

各務原市の事例

写真3 各務野自然遺産の森

図１　水と緑の回廊の考え方

写真4 学びの森

森の回廊

まちの回廊

川の回廊

19 国土交通　2008. 10
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神
戸
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
森
山
正

和
教
授
は
「
熱
帯
夜
を
解
消
す
る
に
は
都
市

の
３
割
に
緑
が
必
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。
大

阪
市
で
い
え
ば
、
あ
と
大
阪
城
50
個
分
を
再

生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
気
が
遠
く
な
る

話
だ
が
、
地
道
に
進
め
る
し
か
あ
る
ま
い
。

東
京
都
の
場
合
、
東
京
五
輪
の
開
催
を
め

ざ
す
２
０
１
６
年
ま
で
に
１
０
０
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
緑
を
増
や
す
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
47
万
本
の
樹
木
を
１
０
０
万

本
に
増
や
す
と
い
う
。
首
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
。

た
だ
、
そ
れ
が
大
風
呂
敷
に
な
ら
な
い
よ

う
制
度
で
支
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
、

名
古
屋
市
が
10
月
か
ら
導
入
す
る
「
緑
化
地

域
制
度
」
は
各
地
に
広
が
る
と
い
い
実
例
だ
。

敷
地
が
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
新
築

建
物
に
は
、
10
〜
20
％
の
緑
化
を
義
務
づ
け

進む熱汚染どう防ぐ、
都市の3割を緑地に

朝日新聞社　論説委員

中村
なかむら

正憲
まさのり

「
家
の
作
り
よ
う
は
、
夏
を
む
ね
と
す
べ

し
。
冬
は
い
か
な
る
所
に
も
住
ま
る
。
暑
き

こ
ろ
、
わ
ろ
き
住
居
は
た
へ
が
た
き
事
な
り
」

鎌
倉
時
代
、
吉
田
兼
好
は
徒
然
草
に
こ
う

書
い
て
い
る
。
京
都
の
う
だ
る
よ
う
な
夏
に
、

法
師
は
相
当
、
苦
し
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。

大
阪
に
住
む
私
も
、
今
年
の
夏
の
暑
さ
に

は
相
当
、
ま
い
っ
た
。
だ
が
、
暑
苦
し
さ
へ

の
怒
り
の
矛
先
が
我
が
身
に
戻
っ
て
く
る
か

ら
複
雑
だ
。
熱
帯
夜
を
し
の
ぐ
た
め
、
夜
じ

ゅ
う
、
エ
ア
コ
ン
を
付
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た

日
も
あ
る
。
考
え
る
と
、
都
市
住
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
住
居
も
オ
フ
ィ
ス
も
、
外
部
に

排
熱
を
は
き
だ
し
、「
わ
ろ
き
都
市
」
の
形
成

に
一
役
買
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

高
度
成
長
期
、
水
俣
や
四
日
市
な
ど
で
起

き
た
公
害
は
、
加
害
者
が
は
っ
き
り
し
て
い

た
。
そ
れ
だ
け
に
対
策
は
た
て
や
す
く
、
排

出
源
を
断
て
ば
、
汚
染
を
押
さ
え
込
む
こ
と

が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
「
最
後
の
公
害
」
と

い
わ
れ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に
よ
る

「
熱
汚
染
」
は
、
被
害
者
が
加
害
側
に
回
っ
て

い
る
と
い
う
点
が
厄
介
だ
。

東
京
や
大
阪
で
年
々
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
１
０
０
年
、
網
走
や

宮
崎
な
ど
地
方
の
17
都
市
の

平
均
気
温
が
１
度
上
が
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
東
京
は
３

度
、大
阪
は
２
度
の
上
昇
だ
。

東
京
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

分
で
２
度
、
大
阪
は
１
度
、

余
計
に
暑
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
都
市
の
造
り
方
に
原
因

が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
対
策
は
、
都
市
の
形
態
を
根
本
的
に
見

直
す
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
都
市
に
緑
を
増
や
す
こ
と
で
あ

る
。
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
皇
居
の

森
は
、
周
辺
と
比
べ
、
夏
の
温
度
が
約
２
度

低
い
。
熱
汚
染
の
主
因
は
、
緑
の
喪
失
だ
と

容
易
に
想
像
が
つ
く
。
か
わ
り
に
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
っ
た
熱
を
た
め

る
素
材
で
地
表
を
覆
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か

ら
、
救
い
よ
う
が
な
い
。

東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
の
首
都
圏

で
は
、
１
９
６
５
年
か
ら
40
年
間
で
琵
琶
湖
３

個
分
の
緑
が
な
く
な
っ
た
。
大
阪
市
で
は
92
年

か
ら
10
年
間
で
、
大
阪
城
の
森
に
相
当
す
る
１

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
消
え
た
計
算
に
な
る
。

裸木（夏を前に丸裸にされた大阪市・長堀通の街
路樹。せっかくの緑陰が消えた）

被
害
者
が
、
実
は
加
害
者

琵
琶
湖
３
個
分
の
緑
失
う
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で
９
・
９
％
。
こ
う
も
指
標
が
ば
ら
ば
ら
だ

と
、
何
が
何
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
い
く

ら
分
権
の
時
代
だ
か
ら
と
い
っ
て
も
、
単
位

と
な
る
指
標
は
政
府
が
率
先
し
て
わ
か
り
や

す
く
調
整
す
べ
き
だ
ろ
う
。

緑
の
比
率
が
わ
か
れ
ば
、
都
市
間
競
争
も

促
せ
る
し
、
住
民
の
緑
化
意
識
の
向
上
に
も

役
立
つ
は
ず
だ
。

こ
の
夏
、
１
０
０
年
前
か
ら
「
緑
化
意
識
」

を
堅
持
し
て
い
る
街
を
訪
れ
た
。
人
口
60
万
の

ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
。
ベ
ン
ツ
や
ポ

ル
シ
ェ
の
本
社
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

「
風
が
な
い
。
暑
い
。
こ
こ
に
街
が
あ
る

の
は
お
か
し
い
」
と
、
こ
こ
を
訪
れ
た
ゲ
ー

テ
が
言
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
同
市
の
都
市
計

画
局
長
の
デ
ト
レ
フ
・
ク
ロ
ー
ン
さ
ん
が
そ

ん
な
逸
話
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

こ
の
街
も
１
０
０
年
で
２
度
、
気
温
が
上

昇
し
て
い
る
。
す
り
鉢
状
の
地
形
の
シ
ュ
ツ

ッ
ト
ガ
ル
ト
で
は
、
周
囲
の
２
０
０
〜
５
０

０
メ
ー
ト
ル
の
山
か
ら
冷
気
を
市
街
地
に
導

く
た
め
、
樹
林
帯
を
「
風
の
道
」
と
し
て
残

し
て
き
た
。
街
を
見
下
ろ
す
テ
レ
ビ
塔
か
ら

眺
め
る
と
、
緑
の
帯
が
街
の
中
心
へ
幾
重
に

も
重
な
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。「
風
の
道
」

は
、
大
気
汚
染
対
策
の
役
割
も
兼
ね
て
い
た

そ
う
だ
。

デ
ト
レ
フ
さ
ん
は
「
１
８
９
７
年
ご
ろ
か

状
況
を
言
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ま
だ
楽

し
み
に
興
じ
る
「
火
宅
の
人
」
の
ま
ま
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
。「
寸
鉄
」
の
よ
う
に
響
く
言

葉
だ
っ
た
。

温
暖
化
と
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
が
同
時
進

行
す
る
危
険
き
わ
ま
り
な
い
状
況
を
救
え
る

の
は
、
仏
の
御
心
で
は
あ
る
ま
い
。
自
然
と

順
応
す
る
中
で
磨
い
て
き
た
人
間
の
知
恵
で

し
か
な
い
。

シュツットガルト市街（テレビ塔からみたシュツットガルトの
街。緑が帯のようにつながる）

大阪の街（大阪空港の上空からみた遠方の大阪市街。壁のようにビルが
つらなる）

執筆者プロフィール
1983年朝日新聞社入社。

神戸支局、徳島支局、社会
部などを経て論説委員。

る
内
容
で
あ
る
（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）。

８
月
４
日
の
朝
日
新
聞
に
「
風
と
緑
が
熱

汚
染
を
防
ぐ
」
と
い
う
社
説
を
書
い
た
。
取

材
の
過
程
で
気
に
な
っ
た
の
が
、
緑
化
面
積

の
割
合
を
示
す
基
準
が
各
自
治
体
で
ま
ち
ま

ち
な
こ
と
だ
。

東
京
都
は
「
み
ど
り
率
」
と
い
う
数
字
を

使
っ
て
い
た
。
水
面
や
土
の
公
園
も
含
め
た

緑
地
の
数
値
で
、
23
区
で
24
％
だ
と
い
う
。

大
阪
市
は
「
樹
木
・
樹
林
率
」
と
い
う
指
標

を
使
い
６
・
９
％
。
大
阪
府
は
「
緑
被
率
」

ら
計
画
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
新
築
の
建
物

は
15
年
前
か
ら
屋
上
緑
化
を
義
務
づ
け
ま
し

た
」。
東
京
や
大
阪
と
単
純
に
比
較
は
で
き
な

い
が
、
緑
地
の
比
率
が
60
〜
70
％
と
い
う
数

字
も
う
な
ず
け
る
。
緑
を
公
共
財
と
と
ら
え
、

揺
る
ぎ
な
い
政
策
を
進
め
て
き
た
行
政
に
敬

服
す
る
。

か
た
や
、
日
本
。
政
府
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
大
綱
は
４
年
前
に
で
き
た
ば
か
り

で
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
は
、
ま
だ
認

知
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
温
暖
化
対
策
と
い

う
視
点
か
ら
も
、
緑
は
、
道
路
や
堤
防
と
同

等
の
イ
ン
フ
ラ
だ
と
い
う
認
識
を
持
た
ね
ば

な
る
ま
い
。

朝
日
新
聞
と
大
阪
市
は
９
月
６
日
、「
風
・

水
・
緑
で
都
市
を
冷
ま
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
阪
市
の
中
央
公
会
堂
で
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
を
話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

い
た
。
講
演
し
た
哲
学
者
の
梅
原
猛
さ
ん
が
、

環
境
破
壊
が
人
類
の
生
存
を
脅
か
し
て
い
る

世
界
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
が
印
象
に
残
る
。

「
ぼ
う
ぼ
う
と
燃
え
て
い
る
家
の
中
で
、

夢
中
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
救
い
出
す
法

華
経
の
『
火
宅
』
の
比
喩
を
思
い
出
し
ま
す
」

強
い
火
勢
が
地
球
を
包
も
う
と
し
て
い
る

「
火
宅
」
か
ら
逃
れ
る
た
め

緑
の
比
率
、
統
一
指
標
を


